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長

泉

末

雄

目

次

結

言

噴
気
の
化
皐
的
試
験

噴
気
の
淑
度

噴
気
孔
の
襲
選

焼
山
の
鴎
型
選

附

言

一言

ャ

↑

ヤ

マ

ク

ピ

キ

j

焼
山
は
新
潟
牒
干
に
於
け
る
唯
一
の
活
火
山
で
、
西
頚
城
郡
上
早
川
村
と
、
中
頚
城
郡
杉
野
津
村
と
の
境
に
あ

b
)
束

緒

経
百
三
十
八
度
二
分
十
二
秒
、
、
北
緯
三
十
六
度
五
十
五
分
三
秒
に
位
し
、
海
抜
二
千
四
百
米
三
、
共
形
完
を
に
し
て
高
峻

な
国
錐
肢
を
な
し
℃
居
る
。

焼
山
の
基
底
部
は
第
三
紀
居
で
、
焼
山
は
之
を
破
っ
て
差
出
し
た
る
股
態
一
に
あ
る
事
は
、
然
流
に
露
出
せ
る
地
質
が
第

三
紀
の
累
屠
で
あ
る
事
に
よ
っ
て
明
瞭
で
あ
る
。
而
し
て
此
累
屠
は
砂
岩
泥
板
岩
よ
、
，
P
成
b
、
共
走
向
は
主
と
し
℃
北
東

で
あ
っ
℃
、
之
佐
渡
ふ
も
の
は
火
山
岩
層
で
あ
る
。

二
三
土



二
三
人

火
山
を
調
査
し
て
、
共
動
静
成
因
を
究
め
る
た
め
に
は
、
先
づ
第
一
に
山
麓
に
微
動
計
を
据
付
け
℃
、
不
断
の
観
測
を

な
す
事
、
が
必
要
だ
と
忠
は
れ
る
、
が
、
之
に
針
す
る
費
用
は
莫
大
で
、
如
何
と
も
魚
し
得
な
い
。
叉
地
質
を
精
細
に
調
査
す

る
事
も
大
切
な
事
と
思
は
れ
る
、
が
、
専
門
知
日
識
の
な
い
者
に
は
、
之
亦
手
の
下
し
様
、
が
な
い
。

只
今
同
は
大
躍
の
地
質
を
調
査
す
る
設
定
で
、
主
ハ
珠
備
智
識
を
得
る
魚
め
、
新
潟
駿
一
両
国
師
範
向
学
校
教
詠
森
藤
秀
平
氏

ェ
b
種
ふ
御
指
示
bd)
受
け
た
の
で
あ
っ
た
、
が
、
之
を
携
任
し
た
本
所
の
伊
塞
亀
雄
氏
、
が
、
念
病
に
〈
登
築
不
可
能
と
な
っ

た
矯
め
、
之
を
中
止
し
℃
、
噴
気
溢
皮
と
、
噴
気
の
化
向
学
的
試
験
を
調
査
主
越
と
し
、
之
に
噴
気
孔
の
竣
遺
品
止
に
数
年
来

蒐
集
し
た
記
録
に
よ

b
、
本
山
の
火
山
的
接
選
記
営
添
へ
第
一
報
と
し
℃
本
論
文
ど
一
括
す
る
事
に
し
た
。

主
ハ
慮
で
著
者
は
本
年
(
昭
和
六
年
)
八
月
十
九
日
、
本
所
の
波
透
重
義
氏
並
に
中
央
気
象
墨
技
術
官
養
成
所
生
徒
大
間
俊

二
氏
(
新
潟
駿
立
高
田
中
間
学
校
出
身
)
の
助
力
と
、
西
頚
城
郡
上
早
川
村
助
役
小
林
初
卒
氏
並
に
西
頚
城
郡
ス
キ
!
命
日
長
墜

師
島
田
長
止
氏
の
際
援
と
に
よ
っ
て
、
一
行
十
二
名
本
山
に
登
叫
内
卒
し
た
。
此
登
撃
は
草
に
焼
山
火
山
調
査
の
み
の
目
的
で

ヒ

ウ

チ

ヤ

マ

ミ

ヨ

ウ

コ

ウ

ザ

ン

ク

ピ

キ

は
な
く
、
焼
山
、
火
打
山
、
妙
高
山
(
三
山
を
総
稀
し
℃
頚
城
ア

Y
プ
ス
と
一
去
は
れ
℃
居
る
)
を
縦
走
し
つ
L

気
象
観
測
を

な
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
調
査
は
別
に
報
告
す
る
設
定
で
あ
る
。

何
分
今
同
は
成
初
の
計
主
で
あ
っ
た
矯
め
、
賞
験
室
的
考
案
を
、
共
俸
高
山
に
於
て
臆
用
出
来
ね
不
使
も
あ
b
、
試
験
・

の
結
果
は
完
杢
を
期
し
難
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
調
査
は
今
後
数
年
緩
績
の
設
定
で
あ
る
か
ら
.
次
第
に
共
異
相
も
得

ら
れ
る
事
と
思
ふ
。



命
本
調
査
に
封
し
℃
は
、
以
下
各
節
に
於
℃
記
述
し
℃
あ
る
遁
b
、
多
数
の
人
冷
に
よ
っ
℃
、
多
大
の
援
助
、
が
あ
っ
た
向
。

弦
に
第
一
報
を
取
纏
め
る
に
賞

b
、
之
等
の
人
冷
に
讃
し
℃
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
一
節

噴
気
の
化
撃
的
試
験

一
般
に
火
山
の
噴
出
物
は
、
水
蒸
気
が
大
部
分
を
占
め
、
其
他
の
成
分
は
盤
士
茶
色
]
N
)

水
素
(
回
同
)
炭
酸
克
新
(
。
。
u

)

硫
化
水
素
(
回
目
∞
)
無
水
亜
硫
酸

(mou)
、
等
で
あ
る
が
、
茨
酸
元
新
を
多
量
に
噴
出
す
る
火
山
は
、

一
般
に
危
険
が
あ

b
、
之
を
炭
酸
坑
と
穏
へ
、
硫
化
水
素
や
無
水
亜
硫
酸
を
噴
出
す
る
も
の
を
硫
気
孔
(
ぬ
♀

rsg)
と
稽
へ
て
居
る
。

而
し
て
焼
山
の
噴
出
物
は
水
蒸
気
と
硫
黄
と
で
あ
る
か
ら
、
硫
化
水
素
と
無
水
亜
硫
酸
と
に
な
っ
て
噴
出
し
て
居
る
。

此
貼
よ
b
し
て
専
門
家
は
焼
山
の
噴
出
物
を
噴
煙
と
言
は
ず
、
噴
気
と
号
一
口
ふ
が
至
蛍
な

b
と
設
か
れ
て
居
る
。
従
っ
て
著

者
は
本
調
査
に
針
し
℃
全
部
噴
気
の
二
字
を
用
ひ
た
。

火
山
の
動
静
を
究
知
す
る
斜
め
に
、
噴
気
の
化
向
学
的
試
験
、
が
必
要
ぜ
あ
る
や
否
ゃ
に
就
て
は
￥

論
詮
し
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
、
が
、
焼
山
に
針
し
て
共
必
要
の
存
在
す
る
知
は
後
項
に
記
述
せ
ん
と
す
る
往
古
記
録
が
暗

示
し
℃
居
る
。
共
庭
で
著
者
は
焼
山
噴
気
中
の
、
硫
化
水
素
と
無
水
亜
硫
酸
と
が
噴
気
中
幾
何
の
量
に
達
し
℃
居
る
か
、

卸
ち
本
雨
気
躍
の
定
量
分
析
を
施
行
す
べ
く
目
論
ん
だ
が
、
此
方
面
に
知
日
識
の
な
い
著
者
に
は
如
何
と
も
手
の
下
し
様
も

一
般
火
山
に
於
て
之
を

-
な
か
っ
た
。

然
し
乍
ら
著
者
は
気
象
雑
纂
第
五
各
第
二
冊
並
に
第
六
各
第
一
m

慣
に
信
号
の
調
査
論
文
中
に
雲
の
成
分
分
析
結
果
だ
又
来

二
三
九



二
川

O

象
集
誌
第
三
輯
第
八
会
第
三
時
抗
に
雨
水
の
成
分
分
析
結
果
を
後
表
し
た
事
が
あ
る
が
、
之
等
の
分
析
に
封
し
て
は
新
潟
凝

立
高
田
申
向
学
校
教
詠
近
藤
虎
馬
氏
よ

b
多
大
の
御
敬
一
不
を
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
同
も
亦
同
氏
に
其
意
岡
を
語
っ
た

慮
-
大
な
る
賛
成
を
得
一
ら
れ
た
。

ゆ
ベ
ロ
れ
ど
安
験
室
に
於
け
る
分
析
と
異

b
、
安
地
崎
一
気
孔
に
面
し
た
場
合
は
、
珠
想
外
の
困
難
が
件
ふ
ば
か
ム
ソ
を
で
な
く
、

他
の
成
介
に
よ
っ
て
共
定
量
値
に
相
違
を
来
た
す
や
も
測
ら
れ
ず
。
且
つ
見
聞
の
狭
主
自
分
は
未
だ
斯
様
な
文
献
に
援
し

た
事
が
な
い
、
従
っ
て
一
寸
手
、
か
着
け
に
く
い
と
の
事
で
、
・
著
者
は
一
時
定
量
を
断
念
し
℃
定
牲
に
止
め
ん
か
と
も
思
ム

た
が
、
幸
び
に
も
同
氏
苦
心
の
結
果
は
遂
に
一
案
を
立
て
ら
れ
た
。
斯
様
な
次
第
で
あ
る
か
ら
、
以
下
記
述
中
、
化
墜
専

門
の
事
は
杢
部
同
氏
の
御
設
で
あ
る
事
を
誌
せ
ら
れ
た
い
。

賀
験
室
広
於
け
る
試
験
で
は
、
硫
化
銭
に
稀
盤
酸
を
入
れ
て
硫
化
水
素
を
作

b

旬
J

⑦
mw
・十

ω固
め
-
H吋
⑦
。
一

N+
出
μ

∞

硫
黄
ど
焼

3
℃
無
水
亜
硫
酸
を
作
る
の
で
あ
る
が

∞十。品川
H
m
。u

硫
化
水
素
と
無
水
亜
硫
酸
と
の
混
令
気
は
湯
気
化
運
へ
ば
硫
黄
を
掠
出
す
る
を
以
℃
、
焼
山
の
噴
気
の
如
く
水
蒸
気
が
多

量
に
含
ま
れ
℃
居
f

し
は
雨
混
A
口
元
斯
の
大
部
分
は
化
率
緩
化
に
よ
b
て
硫
黄
に
襲
っ
て
居
る
で
あ
ら
う
。

而
し
て
硫
化
水

素
の
存
在
を
知
る
-
斜
め
に
は
、
潟
潤
せ
し
め
た
酷
酸
鉛
紙
が
黒
愛
す
る
事
に
よ
っ
℃
、
亜
硫
酸
克
新
の
存
在
は
ニ
ド
s

ロプ



ロ
ジ
ヅ
ト
ナ
ト
リ
グ
ム
紙
の
赤
獲
又
は
7
・
ク
ジ
ン
紙
の
脱
色
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

硫
s

化

水

素

硫
化
水
素
の
定
量
的
分
析
に
劃
し
て
は
.
効
力
説
明
の
沃
素
液
に
火
山
の
噴
気
を
遁
ず
、
此
際
硫
化
水
素
は
失
の
方
程

式
'
に
よ
っ
て
沃
素
を
還
元
す
る
。

ロド∞十
F
H
ω
国]〔+∞

務
ぜ
ず
し
て
残
沼
し
た
沃
素
は
.
放
力
銃
明
の
次
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ヲ
ム

(垣内
r沼
目
。
u

)

溶
液
ど
以
っ
て
之
ぞ
還
測
す
、
実
際

指
示
薬
と
し
℃
新
鮮
な
る
澱
粉
糊
を
添
加
す
る
。

M
Z
p
a目
。
同
十
]
{
凶

HHωZmv一円十
ZPMmy。ロ

此
定
量
に
使
用
す
る
、
試
薬
溶
液
は
左
記
の
方
法
で
作
製
す
る
、

A

二
1
一
回
規
定
沃
素
溶
液
。
至
純
な
る
沃
素
一
二
、
六
八
五
瓦
ど
純
一
沃
度
カ
リ
ク
ム
(
閃
H
)

一
八
瓦
の
封
市
助
に
よ

b
て
.

水
に
溶
解
し
、
溶
液
二
止
と
な
し
た
る
も
の
に
し
〈
、
本
溶
液
一
立
方
糎
は
硫
化
水
素
一
、
七
庖
に
適
臆
す
る
。

(二
)
1
-
M
規
定
次
亜
硫
酸
ナ
ト
?
?
ム
溶
液
1

最
も
純
粋
な
る
結
晶
次
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ク
ム
二
四
、
八

O
八
克
を
溶
液

一
立
中
に
含
有
す
る
溶
液
な
b
、
本
液
二
リ
ム
方
糎
は
硫
化
水
素
一
、
七
庖
に
趨
臆
す
る
。

(
三
)
澱
粉
糊
液
。

F
4
齢
芽
澱
粉
一
克
に
水
百
立
方
粧
ど
加
へ
、
煮
沸
し
て
製
し
た
る
溶
液
で
あ
る
。

安
験
に
先
立
ち
沃
素
鈎
次
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ヲ
ム
の
効
力
検
定
を
必
要
ー
と
す
る
-

二
四



二
四
二

而
し
て

1
R
規
定
沃
素
液
二
五
立
方
粧
を
小
精
子
慢
に
入
れ
、
澱
粉
糊
一
立
方
粧
ど
加
へ
、
珠
め
ピ
ユ
レ
ヅ
ト
中
に
盛

れ
る
1
一
日
規
定
次
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
タ
ム
液
を
滴
加
し
、
沃
素
溶
液
の
深
藍
色
正
に
無
色
と
な
る
に
至
っ
て
止
め
、
沃
素
溶

液
一
立
方
粧
に
封
す
る
次
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
タ
ム
の
溶
液
の
容
量
(
立
方
糎
)
を
定
め
置
く
も
の
L
しす。

・
次
に
今
測
定
せ
ん
'
と
す
る
火
山
噴
気
中
の
硫
化
水
素
を
吸
牧
せ
し
め
た
る
1
一
日
規
定
沃
素
液
中
、
残
留
せ
る
沃
素
を

ー
一
初
規
定
次
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ノ
タ
ム
溶
液
に
て
還
測
し
、
硫
化
水
素
の
量
を
算
出
す
る
J

無

水

E
硫

酸

J

定
量
的
に
は
沃
素
溶
液
に
、
通
じ
て
吸
牧
せ
し

U
る
法
に
よ
る
。
此
際
無
水
亜
硫
酸
は
酸
化
し
て
硫
酸
に
遜
ず
る
。

加
。
同
十

ω
回目。一十

HUHω
出
回
十
回
目
∞
。
酔

此
定
量
法
は
硫
化
水
素
定
量
化
行
ひ
し
、
沃
素
液
を
使
用
し
て
生
じ
た
る
硫
酸
に
盤
化
バ
リ
ク
ム
溶
液
(
国
∞
"
の
]
凶
)
を
加
へ

硫
酸
バ
リ
ウ
ノ
ム
(
ロ
急
。
し
と
な
し
、
之
よ
b
無
水
亜
硫
酸
を
計
算
す
る
。
而
し
て
硫
酸
バ
リ
ヲ
ム
一
克
は
無
水
亜
硫
酸

O
、

二
七
四
克
に
遍
臆
す
る
む
叉
1
一
日
規
定
沃
素
液
二
リ
ム
方
粧
は
無
水
亜
硫
酸

O
、
O
三
二
克
に
趨
臆
す
る
。

貴

地

E定

験

火
山
噴
気
の
定
量
分
析
に
は
、
温
泉
の
湯
を
寅
験
室
に
特
ち
踊
っ
て
分
析
す
る
様
な
簡
単
な
る
方
法
を
臆
用
す
る
事
は

出
来
な
い
、
噴
気
を
噴
気
孔
よ
b
採
集
し
て
、
直
ち
に
薬
液
に
注
入
し
て
待
ち
踊
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
償
値
が
な
い
口

然
ら
ば
如
何
に
し
て
薬
品
を
山
上
ま
で
運
ぶ
か
、
如
何
に
し
て
噴
気
を
採
集
す
る
か
は
、
大
い
に
苦
心
を
要
す
る
次
第
で



あ
る
。
今
同
施
行

L
た
左
記
方
法
が
果
し
壬
令
間
的
で
あ
る
や
否
や
知
る
由
も
な
い
が
、
斯
様
な
文
献
を
得
ら
れ
な
い
上

か
ら
は
致
し
方
な
く
、
記
し
て
先
輩
各
位
の
御
敬
一
不
を
得
た
い
。

A 

i局

斗.

ー生

パ
J

P

I
ピ
ツ
ヒ
加
理

B 

ゴ
ム
品
門
局

硝
石
管

ピ
シ
チ
コ
ッ
ク

球
(
硝
石
製
)

B 

ゴ

ム
μ

向
島

C D E 

五
十
立
方
粧
ガ
ラ
ス

D 

ポ五ピ
ン、十シ

プ立チ
方、 1
糎ツ
カて ク
ラ
ス

C 

ポ
ン
プ

F 

登
山
杖
(
百
三
十
六

D 

O 

第
一
固
に
於
て
ゴ
ム
管
の
長

3
は
約
十
米
位
で
あ
る
が
、
足
場
の
関
係
上
、
噴
気
孔
よ
b
数
米
の
地
勲
、
ま
で
近
寄
ら
ね

粧

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
斯
く
し
て
ピ
ン
テ
コ
ヅ
ク
を
開
閉
し
つ
L
、
裕
子
ポ
ン
プ
に
よ

b
ゴ
ム
管
内
の
空
気
を
み
エ
部
排
除

し
‘
而
し
て
後
噴
気
ど
精
子
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
吸
式
し
、
之
を
第
二
固
に
よ
る
リ
i

ピ
ツ
ヒ
氏
加
里
球
内
の
1
一
日
沃
素
溶

液
中
に
注
入
す
る
の
で
あ
る
。
此
注
入
は
極
め
℃
徐
冷
に
施
行
せ
ね
ば
な
ら
ね
も
の
で
‘
噴
気
、
が
加
里
球
の
各
球
主
一
粟

粒
づ
っ
遁
過
す
る
位
徐
々
に
す
る
必
要
が
あ
る
、
が
、
之
れ
は
非
常
な
苦
心
左
手
一
腕
b
L
要
す
る
'
。

二
四
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叉
猛
烈
な
る
勢
を
以
て
噴
気
し
つ

L
あ
る
噴
気
孔
上
に
、
漏
斗
を
以
後
ふ
時
は
、
直
ち
に
吹
き
上
げ
ら
れ
、
然
も
足
場
は

累
々
た
る
岩
石
、
下
は
数
百
米
の
谷
底
、
噴
気
は
右
に
左
に
上
に
下
に
、
八
方
は
棚
引

3
、
五
日
人
の
面
上
を
噴
気
が
襲
ふ

時
、
共
苦
し
誌
は
所
詮
名
放
す
べ
く
も
あ
ら
す
、
重
曹
水
マ
↓
ム
ク
ゲ
)
携
帯
せ
ゴ
ム
ソ
し
魚
め
、
間
半
に
水
に
潟
し
た
手
拭
で
鼻

口
援
を
な
し
た
だ
け
で
は
、
正
に
窒
息
せ
ん
戚
あ
b
し
程
で
あ
っ
た
。

倍
最
初
に
は
酷
酸
鉛
紙
を
水
に
潤
し
℃
登
山
杖
の
先
に
付
け
‘
噴
気
中
に
差
入
れ
た
慮
、
十
秒
間
に
し
℃
黒
援
し
℃
し

ま
っ
た
0

・
次
に
は
ブ
グ
シ
ン
紙
を
同
様
に
し
て
‘
噴
気
中
に
入
れ
た
慮
、
三
十
秒
間
で
脱
色
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
‘
此
崎J

気
中
に
は
、
硫
化
水
素
も
亜
硫
酸
克
斯
も
存
在
し
て
居
る
事
を
説
明
3
れ
た
。

該
に
於
て
愈
々
前
記
試
験
を
施
行
し
た
。
此
時
登
山
杖
保
持
が
波
法
重
義
氏
と
松
川
伴
命
憲
氏
(
上
早
川
村
西
山
小
皐
校

訓
導
)
、
加
里
球
保
持
が
大
間
俊
二
氏
、
薬
品
保
持
が
小
林
初
卒
氏
、
噴
気
の
吸
引
並
に
注
入
が
著
者
携
嘗
で
.
あ
っ
た
。

斯
く
し
て
数
十
分
を
費
し
.
二
個
の
加
里
球
に
注
入
を
終
っ
た
時
、
五
名
の
顔
色
蒼
白
左
化
し
、
気
息
奄
冷
、

休
憩
所
、
ま
で
約
四
百
五
十
米
、
然
も
四
十
度
以
上
の
念
傾
殺
を
登
撃
す
る
事
は
、
暫
時
不
可
能
で
あ
っ
た
n

一
行
の

噴
気
分
析
の
方
法
と
其
結
呆

前
記
の
装
置
と
方
法
と
に
よ
b
、
各
二

O
O
立
方
粧
の
噴
気
を
注
入
し
た
二
個
の
加
里
球
は
、
焼
山
よ
b
火
打
山
、
妙

高
山
を
縦
走
す
る
問
、
極
め
℃
注
意
し
て
持
ち
蹄

b
、
直
ち
に
高
田
中
間
学
校
の
近
藤
敬
識
に
提
出
し
た
慮
、
同
氏
は
暑
中

休
暇
中
に
も
拘
ら
ず
、
共
後
数
日
間
精
細
な
る
調
査
を
施
行
当
れ
℃
、
左
の
遁

b
分
析
方
法
と
共
結
果
を
一
不

3
れ
た
。



@ 

深
め
泊
規
定
沃
素
液
ニ

O
立
方
糎
を
盛
っ
た
、
リ
ー
ピ
ツ
ヒ
氏
加
里
球
中
に
、
焼
山
噴
気
ニ

O
O
立
方
糎
&
導
通
し
た
も
の
を
、
注
意
し
て
一

O
O
立
方
糎
の

メ
ス
フ
ラ
ス
コ
に
注
ぎ
、
加
里
球
は
蒸
溜
水
に
て
再
三
沈
澱
し
、
沈
液
は
之
も
メ
ス
フ
ラ
ス
コ
中
に
合
し
、
建
一
溜
水
を
用
ひ
て
金
量
を
一
一

(
U
O
立
方
粧
止
な

t
、
其
五

O
立
方
粧
在
ピ
ペ
ッ
ト
に
て
取
り
、
話
規
定
次

E
硫
酸
曹
達
溶
液
に
て
、
残
留
ぜ
る
沃
素
を
測
定
し
た
庭
、
無
水
亜
硫
酸
及
び
硫
化
水
素
、
の
酸
化
に

消
費
せ
し
沃
素
溶
液
は
六
、
へ
立
方
粧
で
、
加
盟
球
中
の
全
沃
素
波
に
封
し
て
は
、
其
二
位
一
一
ニ
、
六
立
方
粧
で
あ
っ
た
。

次
に
残
り
の
学
童
五

O
立
方
粧
を
熱
し
、
蒸
殺
す
る
水
を
補
ひ
っ
与
沃
素
を
腕
一
巡
し
、
之
に
盟
化
バ
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
へ
、
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
を
沈
澱
せ
し
め
強
過

し
、
一
般
法
に
従
ひ
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
を
秤
量
せ
し
に
、

O
、
O
凶
六
七
瓦
を
得
た
か
ら
、
加
里
球
中
の
全
長
に
封
し
て
は
、
其
二
倍
。
、

O
九
三
四
瓦
と
な
っ
た
。

硫
酸
バ
リ
ウ
ム
一
瓦
は
、
無
水
亜
硫
酸

O
、
ニ
七
四
瓦
に
営
る
か
ら
其

O
、
O
九
三
四
瓦
よ
'
り
は
無
水
亜
硫
酸
O
、
O
二
五
六
瓦
を
得
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。

・
無
水
亜
硫
酸

O
、
O
二
五
九
瓦
を
酸
化
す
る
に
要
す
る
泊
規
定
沃
素
溶
液
は
4

-

-

J

-

mON+][u
十
回
出
回

O
回目
H
m
Oぺ
寸

凶

回

同

町

に
よ
り
八
立
方
粧
と
な
る
か
ら
、
全
酸
化
に
要
し
た
る
沃
士
宮
、
溶
液
は

日
ω
・。。・
0

!
日門
M

・o-HU・
0
0
・0
f

、

J

・

:
誌
に
得
た
る
五
、
六
立
方
粧
は
、
硫
化
水
素
の
酸
化
に
要
し
た
る
対
規
定
沃
素
溶
液
と
す
れ
ば
、
此
沃
素
溶
液
一
立
方
抑
制
は
硫
化
水
素
O
、
0
0
一
七
瓦
に
遁

庭
ず
る
故
に

aq
・0
×。・
0
。H
吋

H
。・
0
0
0
U凶

即
ち
硫
化
水
素
は

O
、
O
O
九
五
ニ
瓦
と
な
る
。

以
上
得
た
る
無
水
亜
硫
酸
並
に
硫
化
水
素
白
標
準
扶
態
に
於
け
る
時
積
は
、
硫
化
水
素
に
於
て
は

O
、
O
O
六
二
七
立
、
無
水
亜
硫
酸
は

O
、
0
0
八
六
九
立
主

な
る
。

右
は
何
れ
も
噴
気
ニ

0
0
立
方
粧
中
の
主
で
あ
る
か
ら
、
之
を
一
立
中
の
茸
に
攻
算
す
れ
ば

一

二

O

O

立

方

粧

一

噴

気

丁

l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一

一
重
量
(
瓦
)
↑
標
準
朕
態
の
附
日
夜
(
立
)
一

硫

化

水

素

一

0
、
0
0
九
五
二
一

0
、
O
O
六
二
七
一

無

水

亜

硫

酸

一

0
、
O
ニ
五
六

0
一

0
.
0
0
七
0
0
一

方

粧

立

O 

O 

。
一
様
準
朕
態
の
抽
臨
時
倶
(
立
〉

。、

O
四
七
六

O
一

。
、
一
一
一
八

0
0
一

重

量
(
瓦
)

O
、
O
一
ニ
一
三
五

O
、
O
一ニ五

0
0

二
四
五



一
一
四
六

要
す
る
に
焼
山
の
噴
気
は
、
噴
気
二
リ
ム
中
に
硫
化
水
素
O
、
O
コ
二
三
五
立
邸
ち
噴
気
の
三
%
一
張
、
無
水
亜
硫
酸
は

0
.

O
三
五
立
卸
ち
噴
気
の
三
%
五
含
有
ヨ
れ
て
居
る
事
が
立
設
さ
れ
た
。
而
し
て
此
噴
気
中
に
は
命
他
の
成
分
、
が
含
有
3
れ

て
居
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
之
は
到
底
定
量
し
得
る
程
の
量
で
は
な
く
.
結
局
噴
気
の
九
三
%
四
弱
は
水
蒸
気
で
あ
る
事

が
究
知
し
符
ら
れ
る
。

ー

:
e
t

‘

而
し
て
設
に
得
ら
れ
た
硫
化
水
素
と
無
水
亜
硫
駿
の
日
一
旦
が
焼
山
の
火
山
的
動
静
を
知
る
魚
め
氏
、
如
何
な
る
償
値
あ
る

や
と
一
五
ム
事
は
、
後
節
に
於
℃
述
べ
ん
と
す
る
焼
山
の
紘
一
選
を
熟
議
す
る
一
事
に
よ
っ
て
‘
自
然
諒
解
ヨ
れ
る
事
で
あ
る

が
、
著
者
は
種
々
浸
る
知
よ
ム
ソ
見
℃
此
目
玉
増
大
せ
し
結
果
は
、
本
火
山
の
危
険
戒
態
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
想
像
し
℃

目
的
る
。命

近
藤
教
詠
に
鈴
し
、
未
、
だ
文
献
す
ら
な
ろ
」
噴
気
の
化
墜
分
析
そ
御
依
頼
し
た
著
者
は
、
誠
化
盲
蛇
の
次
第
で
あ
っ
た

が
、
之
を
途
行
す
る
魚
・
め
に
努
力
法
れ
た
同
氏
の
御
苦
心
は
一
方
な
ら
ね
も
の
で
、
同
氏
が
放
行
中
に
準
備
当
れ
た
、
輪
以

備
笠
駿
の
一
節
を
見
/
し
も
.
如
何
に
同
氏
、
が
綿
密
な
る
注
意
む
梯
は
れ
た
か
、
察
す
る
に
徐

b
あ
る
次
第
、
左
に
其
の
一

節
ど
掲
げ
る
と
共
に
、
同
氏
に
封
し
℃
深
甚
な
る
戚
謝
の
意
ど
表
す
る
次
第
で
あ
る
、

• 

設
、
備

賓

験

無
水
亜
硫
酸
と
硫
化
水
素
と
の
混
合
気
を
一
沃
素
溶
液
を
用
ひ
て
、
定
畳
分
析
す
る
事
の
可
能
な
る
や
石
や
を
決
定
す
る
怨
め
失
の
如
き
賃
験
を
行
ワ
た
。

加
…
水
亜
硫
酸
と
硫
化
水
素
の
乾
燥
せ
る
も
ω
各
一

O
O
立
方
純
正
取
り
、
五
立
の
硝
子
健
中
に
注
ぎ
、
空
気
と
混
合
'
せ
し
め
て
、
%
規
定
沃
素
溶
液
二
五
立
方

粧
を
、
エ
シ
メ
リ
ツ
ヒ
氏
管
の
代
用
P
I
ビ
ツ
ヒ
氏
加
里
球
に
入
れ
、
時
気
装
置
に
よ
り
其
一

O
O
立
方
粧
を
導
通
し
吸
枇
せ
し
め
之
之
を
二
分

t
、
主
一
部



を
泊
規
定
次
亘
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
液
を
用
ひ
て
未
選
一
冗
の
沃
度
を
選
測
し
、
操
作
前
後
の
差
宣
を
二
倍
し
て
、
硫
化
水
素
並
に
無
水
亜
硫
酸
を
酸
化
す
る
に
費

し
た
る
、
沃
幸
一
、
の
線
量
と
し
て
第
一
表
の
成
結
を
得
、
硫
化
水
素
並
に
無
水
亜
硫
酸
各
二

O
O
立
方
粧

ε混
じ
、
前
記
の
方
法
に
よ
り
試
験
せ
し
に
第
二
表
を

得
た
。

日
仁

ι日
ド
い
に
住
い
い
い
日

以
上
第
一
表
第
二
表
に
よ
り
て
見
る
時
は
、
二
瓦
斯
D
濃
度
に
泊
し
て
沃
素
溶
液
の
消
費
全
は
、
精
密
に
比
例
せ
ざ
る
も
、
輸
近
似
せ
る
取
を
得
た
。

次
に
接
、
り
の
一
分
を
、
蒸
殺
す
る
水
を
補
ひ
ワ

L
熱
し
て
、
沃
索
、
在
駆
逐
し
、
盟
化
バ
リ
ウ
ム
溶
液
を
加
へ
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
を
沈
、
銀
せ
し
め
秤
金
せ
し
に
、
第

一
表
の
も
の
に
付
い
て
は

同

Aへ・牙J

表

第

表

数

士急

液治

硫
酸
バ
リ
ウ
ム
(
瓦
〉

「一一l一一一
第

同
一
第

。、o
一八一

同
一
平

O
、O
ニ
八

0

0

斗

均

を
得
た
、
右
賃
験
成
績
に
よ
る
、
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
平
均

O
、
O
一
九
式
よ
り
計
算
す
る
時
は
、
無
水
車
硫
酸

O
、
O
O
五
瓦
と
な
る

m
O日
1

ー
ー
す
己
目
白
。
恥
|
|
市
出
品

P

。ゆal
-
-
v・ωωω

・
.
・
出
品
。
九
回
向
)
H
m
(
)
入。・
ω
討
同
H
H

国
濡
J
Y

。・凶吋
U
X
0
・。
H
C
H
0
・0
0
u

而
し
て
無
水
亜
硫
酸

O
、
O
O
五
百
に
遁
臆
す
る
焔
規
定
沃
素
液
は
一
、
六
立
方
粧
な
れ
ば
、
第
一
表
消
費
沃
度
溶
液
の
平
均
童
三
、
二
五
立
方
粧
よ
り
減
ず
れ

ば
、
主
(
差
一
、
六
五
は
硫
化
水
素
の
酸
化
に
消
費
し
た
る
沃
素
金
と
な
る
。

而
し
て
・
・
規
定
沃
素
溶
波
及
び
・
・
規
定
失
亘
硫
酸
曹
蓬
溶
液
の
、
何
れ
の
一
立
方
粧
も
硫
化
水
素

O
、
O
O
一
七
瓦
に
遁
臆
す
故
に二円

七



二
四
八

H

・。ω
×
c
・。。』叶
H
0
・。。凶∞。

即
ち
硫
化
水
素
、
は

O
、
O
O
二
八
瓦
と
な
る
。

最
初
試
験
段
と
し
て
使
用
せ
し
、
無
水
亜
硫
酸
と
硫
化
水
素
の
何
れ
も
、
純
粋
状
態
な
り
と
俄
定
L
て
、
一

(
U
U
文
方
腕
中
の
無
水
亜
硫
酸
は

O
、
二
九
耳
、
硫

化
水
素
は

O
、
一
五
瓦
な
り
、
之
を
五

O
O
O
立
方
糎
に
諦
縛
し
た
れ
ば
、
使
用
し
た
る
一

O
O
立
方
粧
中
に
あ
る
無
水
亜
硫
酸
は

O
、
O
O
五
八
耳
、
硫
化
水

素
は

O
、
0
0三
瓦
と
な
る
。

A
7
之
を
質
験
の
結
呆
と
比
較
す
る
に

一

一

無

水

亜

硫

酸

一

硫

化

水

素

一

宿
直
ぽ
ほ
池
峰
崎
巴
ほ
ペ
医
直
一
。
一

一
貫
験

ω
葉

一

O
O
立

方

糎

中

の

豆

一

0
、
0
0
五
二
一

o、
0
0
一一七一

に
し
て
略
賃
験
批
と
理
論
致
と
は
相
近
き
を
見
る
。
況
や
原
料
ニ
瓦
斯
共
多
少
空
気
を
混
ぜ
る
は
論
を
侠
た
ざ
る
虎
な
れ
ば
、
此
成
績
は
大
な
る
誌
な
ら
ん
。

以
上
の
諌
備
寅
験
に
於
て
、
柏
正
確
に
返
き
数
を
得
た
る
信
念
の
下
に
、
焼
山
噴
気
の
化
争
的
試
験
を
熱
望
し
て
居
る
泉
氏
を
援
助
す
る
事
に
し
た
。
(
近
藤
虎

馬
)

第
二
節

噴
気
の
温
度

焼
山
噴
気
の
温
度
測
定
は
明
治
二
十
七
年
の
夏
、
山
崎
直
方
博
士

(
嘗
時
は
大
皐
院
向
学
生
)
が
施
行
遣
れ
た
由
。
営
時

の
噴
気
孔
は
勿
論
現
在
の
も
の
と
は
異
つ
℃
居
る
し
、
叉
如
何
な
る
装
置
を
し
て
測
定
遣
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
最
小

の
噴
気
孔
よ
タ
微
か
に
水
蒸
気
を
・
噴
出
す
る
も
の
に
就
℃
、
検
温
器
を
主
〈
孔
に
挟
ん
で
測
定
せ
し
結
果
が
撮
氏
九
十
皮
宇

と
あ
る
。

其
後
に
於
て
何
人
か
之
を
測
定
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

著
者
は
浅
見
に
し
て
共
文
献
を
知
ら
ぬ
。

火
山
の
動
静
ど
探
る
魚
め
に
、
噴
気
の
温
度
を
測
定
す
る
事
は
、
暗
一
気
の
化
準
的
試
験
と
共
に
、
.
重
要
な
る
も
の
と
思



ふ
。
然
し
出
来
得
べ
く
は
毎
年
寡
く
も
一
同
は
測
定
し
た
い
。

寒
暖
計
の
装
置

噴
気
温
度
を
測
定
す
る
に
賞
、
，
D
、
少
く
も
撮
一
氏
百
度
目
盛
の
最
高
寒
陵
計
が
入
用
で
あ
る
。
然
し
斯
様
な
寒
暖
計
吋
特

別
用
途
の
も
の
で
気
象
界
に
於
け
る
現
用
品
で
は
な
い
。
本
年
初
夏
上
京
の
折
、
中
央
気
象
牽
の
倉
石
技
師
に
質
し
た
庭
、

最
近
検
定
出
願
の
二
百
皮
目
盛
の
最
高
寒
暖
計
を
一
不
当
れ
た
、
然
し
此
口
聞
は
徐
ム
ソ
に
小
形
で
、
目
盛
は
五
反
毎
で
あ
る
か

ら
本
調
査
の
目
的
に
は
好
ま
し
く
な
か
っ
た
。

英
露
で
止

U
な
く
普
通
の
水
銀
寒
暖
計
の
百
度
目
盛
の
も
の
を
使
用
す
る
事
に
し
た
が
、
噴
気
孔
に
挿
入
し
つ
L
寒
暖

計
の
議
取
を
す
る
事
は
出
来
な
い
か
ら
、
或
る
時
間
中
、
一
不
度
に
‘
特
使
化
ど
起
出
旧
制
裁
な
、
装
置
を
施
す
必
要
が
あ
る
。
然

し
乍
ら
著
者
は
浅
見
に
し
て
噴
気
温
度
則
定
に
針
し
℃
‘
如
何
な
る
装
置
を
寒
暖
計
に
施
す
べ
き
で
あ
る
か
ど
研
究
ヨ
れ

た
文
献
を
知
ら
な
い
。
共
慮
で
熱
の
停
達
ー
と
保
温
と
一
五
ふ
二
貼
か
ら
、
先
づ
一
個
の
寒
暖
計
に
は
・
寒
冷
紗
十
枚
念
の
装
置

-唱

を
な
し
、
他
の
一
一
倒
に
お
し
℃
は
ゴ
ム
朱
主
札
一
殺
の
装
置
も

MAC-た
。
之
れ
は
水
銀
球
の
雨
側
に
細
さ
竹
を
付
け
共
上
を
化
皐

試
験
な
ど
K
使
用
す
る
黒
ゴ
ム
管
で
覆
ぴ
、
此
ゴ
ム
管
の
肉
厚
は
二
粍
位
、
内
径
は
十
粍
位
の
も
の
で
あ
る
、
そ
し
て
上

部
と
下
部
と
は
封
織
で
密
閉
し
、
共
上
を
更
に
ゴ
ム
靴
な
ど
の
修
繕
に
使
用
す
る
修
質
の
生
ゴ
ム
で
覆
ふ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
要
す
る
に
ゴ
ム
は
水
銀
球
に
接
鰯
せ
ず
、
ゴ
ム
夜
と
水
銀
球
と
の
間
氏
は
昼
気
が
保
持
当
れ
℃
居
る
装
置
で
あ
る
。

然
し
此
装
置
に
よ

b
、
果
し
℃
完
全
な
る
噴
気
温
度
を
寒
暖
計
が
一
不
す
や
否
や
、
叉
噴
気
孔
よ

b
離
し
て
之
を
議
取
る

ニ
凶
九
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O

ま
で
に
寒
唆
計
一
不
皮
に
特
使
化
を
来
た
す
撲
な
事
な
主
や
否
や
、
と
論
及
し
た
な
ら
ば
、
著
者
は
之
に
潤
し
て
明
一
一
目
す
る
だ

け
の
研
究
が
な
い
。
只
卒
日
現
な
笠
験
室
的
試
験
を
施
行
し
た
、
之
に
よ
る
と
約
十
分
間
同
一
状
態
に
寒
暖
計
を
置
く
と
、

無
装
置
寒
暖
計
も
、
寒
冷
紗
十
枚
巻
装
置
も
、
ゴ
ム
空
気
覆
装
置
も
、
殆
ど
同
一
の
一
不
皮
に
な
る
と
云
ふ
一
事
が
ヨ
一
口
は
れ
得

る
様
で
あ
る
。

8
れ
ば
此
装
置
に
よ
っ
て
噴
気
の
温
度
は
測
定
出
来
る
と
云
ふ
見
嘗
は
付
い
た
。
次
に
噴
気
孔
よ

b
取
出

し
℃
之
を
一
讃
み
取
る
ま
で
に
、
一
不
皮
に
猿
化
を
来
す
裁
な
一
事
は
な
言
や
と
一
去
ふ
知
に
次
い
て
は
占
と
て
も
試
験
が
至
難
で

あ
っ
た
。
色
冷
試
み
た
結
果
、
無
装
置
・
寒
暖
計
は
金
々
用
を
な
ヨ
ぬ
、
・
寒
冷
紗
十
枚
各
装
置
は
徐
程
敏
捷
な
一
頭
収
b
を
な

す
必
要
が
あ
る
か
ら
、
之
は
貴
地
試
験
に
封
し
役
立
つ
や
否
や
疑
問
が
あ
っ
た
。
叉
ゴ
ム
空
気
夜
装
置
は
比
較
的
一
不
皮
の

疑
化
が
遅
い
、
高
温
内
か
ら
低
温
内
に
移
し
て
も
或
る
場
令
に
は
五
秒
間
、
或
る
場
合
に
は
七
秒
間
位
一
不
皮
に
ぬ
鋭
化
を
起

3
な
い
様
で
あ
る
。

貴

地

言式

駿

倍
て
容
貝
験
に
砂
田
b
困
難
を
戚
じ
た
事
は
長
ヨ
二
米
の
竹
竿
の
先
に
結
び
付
け
た
寒
暖
計
が
、
噴
気
の
猛
勢
で
吹
・
3
飛
ば

ヨ
れ
、
附
返
の
岩
石
に
打
ち
付
け
ら
れ
る
事
と
も
寒
暖
計
ど
結
ん
だ
丈
夫
な
一
蹴
綜
、
が
ポ
ロ
/
1
1
1

に
腐
蝕
し
て
、

一
寸
注
意

を
快
け
ば
、
孔
内
又
は
谷
底
へ
寒
暖
計
b
A
昇
格
…
し
て
仕
舞
ふ
心
配
で
あ
る
、
が
、
更
に
よ

b
以
上
の
苦
痛
は
前
節
噴
気
の
化
皐

的
試
験
に
於
て
述
べ
た
遜
b
、
噴
気
の
襲
撃
で
あ
っ
た
。
で
は
竹
生
・
・
を
ヲ
ン
ト
長
く
す
れ
ば
良
い
左
思
は
れ
る
が
、
長
い

竿
に
付
け
た
・
寒
暖
計
は
敏
捷
に
議
以

b
出
来
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
視
測
地
知
の
足
場
の
関
係
上
、
長
竿
は
不
通
蛍
で
あ
っ



た
。
然
し
弦
に
著
者
の
失
策
が
あ
る
。
焼
山
の
噴
気
は
酸
性
で
あ
る
事
は
前
以
っ
て
解
っ
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
故

「
重
曹
水
マ
ユ
ク
」
を
携
帯
せ
ぎ

b
し
ゃ
、
と
詰
問
3
れ
た
ら
一
言
も
な
い
の
で
あ
る
。
貨
は
出
後
前
「
何
あ
に
、
大
し
た

事
は
あ
る
ま
い
」
と
云
ふ
考
へ
か
ら
、
手
拭
を
水
に
潤
し
℃
マ
ユ
ク
と
す
る
計
輩
、
が
抑
ん
プ
諜

b
で
あ
っ
た
。
「
山
は
怖
る
。
へ

か
ら
ず
、
侮
る
べ
か
ら
ず
」
と
云
ふ
登
山
標
語
を
無
競

L
た
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
今
岡
初
め
て
の
登
山
で
も
な
く
、

特
別
な
高
峰
峻
峰
は
知
ら
な
い
が
、
登
山
に
封
し
〈
は
数
同
の
経
験
は
あ
る
。
只
今
同
は
山
を
侮
っ
た
の
で
は
な
く
、
噴

ム
一
礼
申
乞
侮
っ
た
様
、
な
結
果
と
な

b
、
援
助
3
れ
た
各
位
に
謝
し
て
は
、
申
誇
け
な
い
次
第
で
あ
っ
た
。

倦
寒
冷
紗
十
枚
念
装
置
寒
暖
計
の
保
持
は
大
間
俊
二
氏
、
ゴ
ム
空
気
獲
装
置
寒
暖
計
の
保
持
は
波
透
重
義
氏
、
著
者
は

寒
暖
計
議
取
を
携
任
し
寒
暖
計
に
は
重
錘
を
付
け
℃
、
各
十
分
間
づ
、
の
試
験
を
し
た
。
最
初
は
噴
気
孔
上
十
粧
の
所
に

於
て
、
噴
気
温
度
を
測
定
し
た
慮
、
寒
冷
紗
十
枚
巻
装
置
は
撮
兵
七
十
八
度
一
分
、
ゴ
ム
空
気
獲
装
置
は
掻
氏
九
十
度
一

分
を
示
し
た
。
次
に
は
噴
気
孔
内
十
粧
の
所
に
挿
入
し
℃
測
定
し
た
庭
、
寒
冷
紗
十
枚
念
装
置
は
揖
氏
九
十
度
二
分
、
ゴ

ム
空
気
覆
装
置
は
撮
氏
九
十
四
度
四
分
を
示
し
た
。
之
れ
は
各
一
同
づ
L

の
観
測
で
は
な
い
、
が
、
手
順
良
く
観
測
出
来
た

も
の
に
付
い
て
共
一
不
皮
を
記
述
し
た
の
で
あ
っ
て
、
蛍
時
の
気
温
は
掻
氏
十
六
度
五
分
で
あ
っ
た
'
。

旦
蓑
に
寅
験
室
的
試
験
を
し
た
時
で
す
ら
、
・
寒
冷
紗
十
枚
念
装
置
に
濁
し
て
は
、
疑
問
を
持
っ
て
居
た
が
、
震
地
に
於
て

は
足
場
の
関
係
共
他
で
、

一
層
敏
捷
な
護
取
は
出
来
ね
の
み
な
ら
ず
、
噴
気
湿
気
と
気
温
と
は
、
非
常
な
相
違
で
あ
っ
た

か
ら
、
一
不
皮
の
獲
化
も
念
激
で
、
此
装
置
は
入
五
く
失
敗
に
絡
っ
た
。

ニ
五
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叉
ゴ
ム
空
気
前
後
寒
暖
計
の
一
不
疫
に
針
し
℃
は
ブ
之
、
が
確
賞
、
な

b
と
明
言
は
出
来
な
い
、
が
)
種
ム
ア
な
る
貼
よ
b
考
へ
、
此

装
置
は
完
金
に
一
近
、
3
噴
気
温
度
を
示
し
た
事
と
考
へ
ら
れ
る
1

一
史
に
此
寒
暖
計
は
中
央
気
象
蚕
検
定
付
の
品
で
あ
る
が
、
検
定
範
園
が
四
十
箆
乃
至
氷
結
下
五
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
九

十
度
迭
の
一
不
皮
が
果
し
て
正
し
き
ゃ
否
や
疑
問
も
あ
る
、
共
慮
で
早
速
中
央
気
象
釜
へ
御
願
仁
℃
検
定
し
て
頂
い
た
結
果

は
(
十
)
0
・
一
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
試
験
の
結
果
は
左
の
遁
に
な
る
。
，

〔
一
)
噴
気
孔
上
十
粧
に
於
け
る
噴
気
温
度
、
四
時
氏
九
M44
・・…は二分
1

，J

(
二
)
噴
気
孔
内
十
粧
に
於
け
る
噴
気
温
度
、
撮
氏
九
十
四
度
五
分
。

山
崎
先
生
の
御
試
験
民
よ
れ
ば
「
微
か
に
噴
出
す
る
水
蒸
気
」
に
釣
し
℃
九
十
皮
五
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
今
同
の
試
験

は
前
記
温
度
よ
b
尚
一
層
高
温
で
な
け
れ
ば
な
ろ
ま
い
、
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
叉
然
ら
ず
と
考
へ
ら
れ
る

貼
も
あ
る
。
著
者
に
は
本
山
の
噴
気
な
る
も
の
が
、
非
常
に
務
化
の
多
い
様
に
思
は
れ
る
。
主
ハ
結
果
は
後
節
に
於
て
述
ぶ

る
撲
な
「
噴
気
孔
の
特
使
、
選
」
を
誘
援
し
て
居
る
事
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
山
崎
先
生
の
御
試
験
は
著
者
の
試
験
の
何
れ
に

該
賞
す
る
か
知
れ
な
い
、
が
、
「
其
孔
に
挟
ん
で
」
と
云
ム
劫
か
ら
見
℃
、
噴
気
孔
内
温
度
と
見
倣
す
の
が
至
営
で
あ
ら
う
。

依
っ
て
本
試
験
の
九
十
四
皮
五
分
と
比
較
す
る
事
、
が
出
来
る
と
同
時
に
、
本
試
験
の
結
果
は
先
づ
正
確
な
b
と
言
以
得
る

で
あ
ら
う
。

以
上
は
本
年
最
初
の
試
験
で
あ
っ
て
.
抑
寒
暖
計
の
装
置
が
著
者
の
思
考
よ
ら
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
疑
問
を
挟
め



ば
限
b
が
な
い
事
で
あ
る
。
依
っ
て
明
年
の
試
験
に
封
し
℃
は
、
先
づ
此
装
置
に
謝
し
て
諸
先
生
の
御
敬
一
不
を
受
け
、
東

に
之
を
縫
績
調
査
し
た
い
と
思
っ
て
居
る
。

第
三
節

噴
気
孔
の
愛
還

焼
山
の
噴
気
孔
は
・
既
往
よ
J
P
，
数
同
共
位
置
を
援
夏
し
℃
居
る
。
勿
論
此
庭
に
は
地
獄
山
茶
臼
山
と
云
ふ
名
稀
の
あ
っ
た

往
古
に
於
け
る
噴
火
孔
(
此
場
合
特
に
噴
気
孔
の
名
穏
を
用
ひ
ず
)
を
論
ず
る
の
で
も
な
く
、
叉
焼
山
と
云
ふ
名
穏
に
な

っ
た
後
で
も
往
古
院
起
っ
た
噴
火
孔
も
論
ず
る
の
で
は
な
い
。
只
現
在
の
如
き
噴
気
と
な
っ
た
後
で
‘
然
も
明
治
時
代
り

現
代
人
が
悉
知
の
噴
気
孔
で
す
ら
、
肢
に
五
度
の
援
還
が
認
め
ら
れ
て
居
る
。

斯
く
噴
気
孔
が
特
使
、
還
す
る
事
は
、
火
山
の
動
静
を
調
査
す
る
上
に
於
℃
1

可
成

b
重
要
な
る
資
料
を
奥
へ
-
る
事
と
思
は

れ
る
の
で
、
此
庭
に
此
一
節
を
設
け
た
。

吾
人
悉
知
の
噴
気
孔
の
中
、
最
も
古
き
も
の
は
山
頂
の
南
方
約
三
百
米
下
方
に
あ
る
大
孔
で
あ
る
D

共
創
成
も
終
息
も

年
月
不
明
で
は
あ
る
が
、
此
孔
は
噴
気
を
中
止
し
て
後
も
、
多
少
の
亜
硫
酸
克
斯
を
噴
出
せ
し
由
、
共
事
賓
と
し
て
は
、

十
数
年
前
上
早
川
村
の
青
年
三
名
、
が
本
山
に
登
撃
し
、
此
孔
に
一
泊
せ
ん
と
し
℃
窒
息
し
た
と
い
ふ
事
が
停
へ
ら
れ
宅
居

る
。
前
述
の
遜

b
此
孔
よ

b
噴
気
し
た
年
月
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
共
噴
気
を
目
撃
し
た
者
が
、
現
時
生
存
せ
る
貼
よ

b

見
℃
、
著
者
は
此
孔
を
以
℃
、
五
日
人
悉
知
の
噴
気
孔
中
、
第
一
Tζ

名
付
け
た
い
の
で
あ
る
。

次
に
第
二
の
暗
一
気
孔
も
、
共
創
成
と
終
息
の
年
月
を
知
る
事
が
出
来
な
い
が
、
共
位
置
は
第
一
の
噴
気
孔
と
は
全
く
正
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反
封
、
卸
ち
山
頂
の
北
西
方
約
五
百
米
下
方
に
あ
っ
て
、
直
径
約
五
十
粧
の
小
孔
に
過
ぎ
-
な
い
。
尤
も
此
孔
も
暗
一
気
砂
田
時

は
相
嘗
の
口
径
を
有
し
て
居
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
五
十
粧
と
云
ふ
口
径
は
著
者
が
大
正
十
五
年
八
月
十
五
日
本
山
登
撃

の
折
に
目
撃
し
た
も
の
で
、
本
年
は
草
木
の
矯
め
殆
ど
共
孔
を
認
め
ら
れ
な
い
程
に
な
っ
℃
居
る
。

第
三
の
噴
気
孔
、
は
山
頂
の
北
叫
ん
付
西
方
約
三
百
五
十
米
の
下
方
に
あ

b
、
主
ハ
創
成
年
月
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
大
正
六
年

夏
頃
弐
で
盛
に
噴
気
し
℃
居
た
事
は
、
砂
田
地
の
登
山
家
片
田
温
一
氏
・
の
設
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

第
四
の
噴
気
孔
は
、
第
三
の
噴
気
孔
の
北
方
約
五
十
米
の
下
方
に
あ
b
、
山
頂
よ
b
は
北
々
西
に
位

L
其
創
成
は
大
正

八
年
十
一
月
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
夏
著
者
登
撃
せ
し
折
に
は
此
地
知
に
於
け
る
集
塊
熔
岩

(
k
p
m
m
F
5
2
m
E
O
F
J
q
p
)
 

中
、
所
々
の
綜
際
よ

b
水
蒸
気
と
共
に
亜
硫
酸
一
丸
斯
噴
出
し
、
共
噴
気
は
一
束
と
な
っ
℃
直
径
約
二
米
の
気
柱
を
、
約
三

十
米
の
上
空
，
広
立
℃
、

口
覆
な
く
し
℃
十
米
以
内
の
地
黙
に
近
寄
る
事
も
出
来
ぬ
程
の
臭
気
で
あ
っ
た
。
然
る
に
今
岡
の

登
壌
に
於
℃
、
更
に
噴
気
孔
の
時
党
選
せ
る
を
寅
見
す
る
事
が
出
来
た
。
卸
ち
此
噴
気
孔
は
五
日
人
悉
知
噴
気
孔
の
第
五
に
位

す
る
も
の
で
あ
っ
℃
、
第
四
噴
気
孔
よ

b
更
に
四
十
米
程
下
方
に
あ
b
、
現
時
第
四
噴
気
孔
は
極
め
て
少
量
の
噴
気
あ
る

の
み
に
て
、
附
近
に
至
る
も
一
音
響
を
聞
き
得
ぬ
程
度
で
あ
っ
た
。

此
の
第
五
噴
気
孔
が
何
年
頃
よ
b
、
出
来
た
も
の
で
あ
る
か
に
就
℃
、

一
行
中
数
同
登
山
せ
し
者
の
談
を
綜
令
す
る

に
、
昭
和
二
年
夏
に
於
て
は
、
第
凶
噴
気
孔
の
噴
気
、
が
稀
3
衰
滅
し
て
、
第
四
噴
気
孔
と
第
五
噴
気
孔
の
中
間
遠
氏
、

小
噴
気
を
起
し
て
居
た
、
が
、
昭
和
三
年
夏
に
至
っ
て
‘
共
小
噴
気
孔
は
勢
力
を
増
し
、
同
時
K
第
四
噴
気
孔
は
盆
今
、
表
頭



し
、
昭
和
四
年
夏
に
於
J

し
は
、
該
小
噴
気
孔
は
会
く
終
息
し
、
第
四
噴
気
孔
も
本
年
と
同
様
噴
気
減
退
し
、
同
時
に
第
五

噴
気
孔
が
猛
烈
な
る
噴
気
を
始
め
た
る
も
の
と
想
像
ヨ
れ
る
。
而
し
て
共
後
本
年
院
至
る
も
此
第
五
噴
気
孔
の
勢
力
は
増

減
な
さ
位
以
態
に
あ
る
。

向
・
既
往
か
ら
の
噴
気
勢
力
に
関
し
て
は
、
毎
年
登
山
し
て
居
る
者
院
も
、

大
正
十
五
年
夏
登
山
の
折
K
賃
見
し
た
、
第
四
噴
気
孔
に
於
け
る
噴
気
勢
力
と
、
本
年
登
山
の
折
に
賃
験
し
た
第
四
噴
気

一
致
し
た
意
見
を
得
ら
れ
な
い
が
、
著
者
が

孔
の
噴
気
勢
力
と
ど
比
較
す
る
院
、
前
向
の
噴
気
は
今
同
の
も
の
よ
b
共
の
勢
力
約
二
倍
宇
と
思
は
る
L
勤
、
が
あ
る
。
部

ち
前
同
の
寅
見
に
よ
る
第
四
噴
気
孔
に
於
℃
は
集
塊
熔
岩
中
、
数
ケ
所
の
緯
際
よ
λ

ソ
噴
気
し
℃
、
噴
気
は
一
束
1
f
司な

b
孔

上
一
米
の
所
に
於
て
は
直
径
二
米
程
の
気
柱
と
な
b
、
孔
上
約
三
十
米
の
上
空

K
至
つ
℃
初
め
て
噴
気
溺
没
せ
る
を
見
し

も
]
今
岡
の
賞
見
広
よ
る
第
五
噴
気
孔
は
孔
口
只
一
一
個
に
し
℃
、
共
孔
上
院
一
一
、
三
の
岩
石
あ

b
、
・
噴
気
は
之
れ
が
矯
め

三
、
四
ケ
所
よ
b
噴
出
せ
る
如
く
見
ゆ
る
も
、
其
間
隔
小
で
あ
っ
て
、
気
柱
の
直
径
は
孔
上
一
米
の
所
に
於
て
約
一
米
、

噴
気
は
二
十
米
の
上
空
に
於
て
肢
に
禰
漫
す
る
を
見
る
。
勿
論
風
向
風
力
の
関
係
に
よ

b
、
共
程
度
に
相
違
は
あ
る
が
、

弦
に
述
ぶ
る
は
静
穏
股
態
に
於
け
る
も
の
で
あ
る
。

夏
に
一
音
響
に
就
〈
見
る
に
、
之
れ
は
数
回
一
旦
的
K
述
ぶ
る
事
は
出
来
ね
が
、
前
同
は
焼
山
の
北
方
に
位
す
る
「
賓
の
河
原
」

の
上
部
を
登
山
し
つ
L
肢
に
噴
気
の
一
音
響
ど
聞
き
(
午
前
三
時
頃
)
、
下
山
の
折
に
も
略
此
地
勤
ま
で
一
音
響
聞
え
し
が
(
午

前
七
時
頃
)
、
今
同
は
午
後
二
時
頃
同
地
貼
に
達
す
る
も
一
音
響
聞
え
ず
、
更
に
噴
気
孔
の
西
方
約
三
百
米
下
方
の
泊
岩
附
近

二
五
五



一
五
六

比
一
達
し
て
も
・
(
午
後
四
時
頃
)
一
音
響
問
え
ず
、
著
者
は
「
噴
気
、
が
止
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
云
ム
様
な
疑
問
す
ら
抱

き
た
る
程
院
し
て
)
噴
気
孔
の
北
西
方
約
五
千
米
の
下
方
氏
至

b
℃
、
初
め
て
亜
硫
酸
元
新
の
臭
気
を
戚
じ
、
間
も
な
く

一
小
山
を
廻

b
て
一
音
響
を
問
主
し
、
が
如
き
次
第
、
勿
論
登
山
道
は
此
地
知
極
め
て
念
峻
K
し
℃
、
四
十
度
乃
至
五
十
度
の

傾
郊
を
な
し
、
且
つ
小
山
や
大
岩
石
が
所
々
虻
塗
立
し
て
居
る
か
ら
、
風
向
風
力
の
闘
係
民
よ
っ
て
、
主
ハ
停
遠
距
離
に
大

な
る
相
違
あ
る
ぺ
主
で
あ
る
、
か
、
前
向
も
今
同
も
風
向
風
力
に
は
大
差
な
さ
筈
(
今
同
の
股
態
は
別
に
調
査
せ
し
頚
城
ア

Y
プ
ズ
焼
山
火
打
山
妙
高
山
縦
走
気
象
観
測
論
文
を
参
照
ヨ
れ
た
し
)
で
あ
る
J

倫
噴
気
孔
附
近
に
於
け
る
一
音
響
の
戚
畳

は
、
前
向
は
腹
底
K
泌
み
渡
る
様
な
、
且
つ
恐
ろ
し
い
様
な
一
音
響
で
噴
気
孔
よ
b
四
十
米
位
離
れ
た
る
地
貼
に
於
て
も
、

談
話
は
殆
ど
遁
ぜ
ぬ
程
.
で
あ
っ
た
が
、
今
同
は
二
十
米
位
離
れ
て
居
れ
ば
、
大
韓
民
て
談
話
、
が
出
来
る
程
で
あ
っ
た
。

比
較
し
字
減
以
上
と
思
は
れ
る
。

以
上
の
諸
貼
を
綜
A
口
し
、
且
つ
附
近
の
岩
石
化
固
着
せ
る
硫
黄
の
量
よ
b
見
る
も
、
今
同
賞
見
せ
し
噴
気
量
は
前
同
に

命
巻
頭
の
潟
異
中
「
焼
山
噴
気
」
を
撮
影
せ
し
も
の
三
葉
あ

b
、
共
一
は
昭
和
四
年
入
月
未
七
日
、
前
信
越
窒
素
肥
料
株

式
命
日
祉
技
師
武
岡
孝
治
氏
、
が
噴
気
孔
の
北
北
東
約
三
十
米
の
地
勅
エ
ム
リ
撮
影
せ
し
も
の
。
共
二
は
昭
和
五
年
八
月
六
日
、

蛍
地
の
登
山
家
片
田
混
一
氏
が
噴
気
孔
の
北
北
西
約
四
十
米
の
下
方
よ
b
仰
ぎ
見
℃
の
撮
影
、
共
三
は
今
同
著
者
、
が
撮
影

じ
た
も
の
で
、
共
地
貼
は
噴
気
孔
の
東
方
よ

b
水
平
に
撮
影
せ
し
も
の
で
あ
っ
て
、
撮
影
場
所
、
が
一
定
で
な
い
矯
め
、
噴

気
の
多
少
を
察
直
行
中
よ

b
見
出
す
事
は
至
難
で
は
あ
る
、
が
、
三
者
の
談
を
綜
令
す
る
に
、
共
一
一
口
噴
気
猛
烈
に
し
て
恐
ろ



し
き
一
音
を
立
て
、
土
地
震
動
し
て
様
影
地
鈷
促
長
く
止
ま
る
事
も
出
来
伺
旬
、
主
る
程
で
あ
っ
た
が
、
共
二
は
差
し
℃
恐
ろ
し

き
ま
で
に
て
も
な
く
、
従
っ
て
可
成
b
危
険
な
地
黙
ま
で
進
ん
で
撮
影
し
て
居
る
様
な
次
第
.
尤
も
之
れ
は
登
山
家
と
稀

せ
ら
れ
る
程
の
片
田
氏
の
事
で
あ
る
か
ら
出
来
得
た
事
で
あ
ら
う
。
而
し
て
共
三
の
著
者
撮
影
は
英
二
よ
b
命
噴
気
勢
力

が
表
ヘ
ー
℃
居
る
か
と
思
は
れ
る
劫
も
あ
る
。

斯
く
論
ず
れ
ば
、
焼
山
の
噴
気
は
年
々
衰
稲
川
し
て
行
く
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
が
、
之
は
草
に
噴
気
の
勢
力
に
の

み
に
囚
は
れ
た
見
解
で
、
焼
山
、
が
火
山
と
し
て
の
勢
力
は
草
な
る
噴
気
勢
力
の
み
化
よ
っ
て
決
定
し
得
る
も
の
で
は
な

い
.
現
在
の
噴
気
孔
よ

b
の
噴
気
、
が
衰
頚
し
た
れ
ば
と
て
、
何
時
新
噴
気
孔
の
出
現
を
見
な
い
と
も
限
ら
ぬ
n

兎
に
角
本

火
山
は
今
後
引
績
き
調
査
す
る
事
に
よ
っ
て
共
動
静
も
次
第
に
窺
知
し
得
る
事
と
思
は
れ
る
。

第

四

節

・

爆

山

の

愛

遷

焼
山
は
往
古
茶
臼
山
と
稀
し
、
現
在
の
焼
山
上
部
に
、
更
に
別
個
の
山
が
覆
ぴ
か
ぶ

3
つ
℃
、
主
〈
形
恰
も
茶
臼
の
如
き

山
で
あ
っ
た
由
J

然
る
に
年
代
未
詳
一
大
爆
殺
を
な
し
て
、
上
部
の
山
は
吹
き
飛
ば
ヨ
れ
て
現
時
の
焼
山
を
形
成
し
、
主
ハ

時
の
熔
山
石
は
現
時
の
「
委
の
河
原
」
を
作

b
し
由
、
現
に
今
倫
湯
の
河
内
、
士
盤
附
近
に
於
℃
は
砂
田
時
の
樹
木
を
土
中
よ
b

後
掘
す
る
事
度
冷
に
及
ん
で
居
る
。

火
山
調
査
に
謝
し
て
銃
往
の
記
録
が
甚
だ
重
用
な
る
事
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
特
に
本
山
の
如
く
往
古
は
噴
煙
噴
火

P
Rな
し
て
地
獄
山
の
名
稀
す
ら
付
け
ら
れ
し
も
の
、
が
、
年
代
未
詳
一
大
爆
援
に
よ
っ
て
茶
臼
山
の
土
部
飛
散
し
、
現
在
の

ニ
五
七



も

焼
山
を
形
成
し
℃
後
も
時
折

b
噴
煙
噴
火
、
が
あ
っ
た
。
然
る
に
何
時
の
頃
な

b
し
か
1

現
在
の
如
き
噴
気
と
な
i
y
て
、
八

二
五
人

十
の
古
老
も
噴
火
を
知
ら
ず
、
此
噴
気
は
勅
冷
と
し
℃
共
位
置
を
遜
ず
れ
ど
も
、
今
命
之
を
綴
績
せ
る
が
如
き
事
情
よ
b

察
す
る
に
、
本
山
が
今
日
ま
で
の
餐
還
を
知
る
事
は
、
本
火
山
調
査
上
殊
に
重
用
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
。

然
る
に
之
に
関
す
る
往
古
の
記
録
た
る
や
甚
だ
寡
く
、
叉
種
々
な
る
疑
問
、
が
あ
っ
て
、

難
で
は
あ
る
、
が
刈
著
者
、
が
蒐
集
し
た
記
録
の
中
、
主
な
る
も
の
二
三
を
翠
げ
ん
。

伴

家

の

記

録

一
致
し
た
姑
を
見
出
す
事
は
同

件
家
は
西
頚
城
郡
上
早
川
村
宮
ギ
の
産
自
家
に
し
℃
、
今
や
二
十
一
代
約
六
百
年
相
停
し
、
西
頚
域
郡
下
の
諸
記
録
を
蕨

す
る
事
甚
だ
多
く
、
現
一
戸
主
是
陥
樹
氏
は
西
頚
城
郡
能
生
町
助
役
で
あ
る
。
著
者
同
氏
に
知
己
を
得
℃
既
に
八
年
、
時
折
同

氏
よ
b
一不

3
れ
た
焼
山
室
記
を
摘
録
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

焼
山
は
往
昔
茶
臼
山
と
璃
し
俗
に
地
獄
山
と
も
一
再
ふ
頚
域
郡
佐
多
郷
に
あ
り
、
絶
頂
に
は
八
九
尺
位
の
底
知
れ
ぬ
穴
あ
り
て
往
昔
よ
り
不
絶
煙
上
る
D

永
鮮
元
年
に
大
々
噴
火
あ
り
。

(
詰
刷
、
水
鮮
元
年
は
第
六
十
六
代
一
一
保
天
皇
の
御
代
に
し
て
、
西
暦
九
百
八
十
九
年
と
な
る
が
、
此
営
時
は
茶
臼
山
と
一
石
ふ
名
、
担
…
き
佐
官
な
り
、
詳
細
後
記
す
。

著
者
)
此
焼
山
に
硫
黄
多
し
、
自
責
背
の
一
一
一
色
あ
り
、
叉
絶
頂
に
朱
あ
り
。

往
古
の
大
噴
火
に
よ
り
早
川
谷
、
東
山
一
図
、
西
山
宇
部
、
越
、
瀧
川
原
遺
ま
で
火
山
友
昼
夜
す
。
殊
に
近
代
に
至
り
、
天
保
の
末
年
よ
り
安
政
の
初
年
ま
で

大
噴
火
す
。

(註
D

天
保
は
西
暦
千
八
百
三
十
年
よ
り
千
八
百
四
十
三
年
ま
で
、
安
政
は
千
八
百
五
十
四
年
よ
り
千
八
百
五
十
九
年
ま
で
な
り
、
此
営
時
は
茶
臼
山
の
名
締
結

え
、
焼
山
と
な
り

ι後
な
ら
ん
、
詳
細
後
記
ナ
ロ
著
者
)
。

山
頂
よ
り
北
西
三
町
の
所
に
大
小
二
個
。
噴
孔
あ
り
、
硫
畑
を
吐
く
、
嘉
永
五
年
ヘ
西
暦
千
八
百
五
十
二
年
)
九
月
二
十
日
子
刻
鳴
動
甚
だ
し
く
翌
春
三
月
に
歪



る
、
営
時
噴
孔
新
た
に
生
じ
て
硫
黄
を
噴
出
す
。

硫
黄
の
厚
さ
三
尺
、
十
数
町
歩
四
方
に
蓮
る
、
噴
口
四
方
に
営
り
、
九
尺
の
も
の
一
個
、
小
孔
十
六
個
、
北
方
一
丈
ニ
尺
の
も
の
一
個
、
九
尺
の
も
の
一
個
、

小
孔
二
十
四
個
、
南
方
一
丈
八
尺
の
も
の
一
個
、
小
孔
十
二
個
、
丑
年
(
西
暦
千
八
百
五
十
三
年
)
よ
り
寅
年
に
亘
り
、
硫
黄
在
採
集
す
る
矯
め
登
山
せ
し
者
一
、
一

百
五
十
飴
人
、
釜
場
六
十
飴
所
、
製
造
高
四
十
高
賞
。

山
麓
に
は
温
泉
ニ
ケ
所
湧
出
ず
、
一
を
中
瀬
湯
と
云
ひ
、
湯
の
河
内
の
南
方
敷
町
早
川
の
沿
岸
に
あ
り
。
(
註
ν
大
正
十
年
以
後
の
笹
倉
温
泉
な
ら
ん
。
著
者
三

他
を
宮
立
湯
と
云
ひ
夫
よ
り
南
十
数
町
の
所
に
あ
り

λ
註
。
明
治
時
代
の
笹
倉
温
泉
な
ら
ん
。
著
者
)
何
れ
も
炭
酸
泉
な
れ
ど
も
浸
水
す
る
を
以
て
祖
度
低
し
。

焼
山
は
最
近
に
於
て
安
政
元
年
(
西
暦
千
八
百
五
十
四
年
〉
に
爆
設
せ
し
事
あ
り
。

早
川
谷
往
古
金
固
と
其
由
来
記

此
固
と
共
由
来
記
は
何
人
の
作
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
停
へ
ら
る
L
諸
知
子
}
綜
合
す
る
に
、
早
川
村
官
卒
神
社
の

神
官
某
が
作
b
し
も
の
で
、
湯
の
河
内
の
原
市
左
衛
門
へ
譲
b
、
嘉
永
七
申
官
一
年
(
西
暦
千
八
百
五
十
四
年
)
七
月
額
轡
濁

単一
a

陸
(
本
名
不
明
)
な
る
者
が
原
氏
よ
ム
ソ
借
受
け
て
窃
取
せ
し
事
は
記
録
に
明
記
し
て
あ
る
。
共
後
上
早
川
村
砂
場
の
堀
口

喜
太
郎
、
園
田
市
左
衛
門
の
雨
氏
が
之
を
借
受
け
て
寝
取
し
、
現
在
雨
家
に
保
存

3
れ
て
居
る
由
。
而
し
て
著
者
の
所
有

せ
る
も
の
は
、
大
正
十
四
年
頃
、
筒
石
小
島
ナ
校
長
嬰
田
蘭
治
氏
よ
b
貰
ひ
し
も
の
で
、
之
は
嬰
田
氏
が
西
山
小
島
十
校
長
蛍

時
岡
田
氏
所
有
の
も
の
を
寝
取
せ
し
も
の
で
あ
る
。

此
杢
固
を
此
慮
K
記
述
す
る
事
は
到
底
出
来
な
い
が
、
主
ハ
由
来
記
の
中
、
焼
山
に
関
す
る
事
を
抜
卒
す
れ
ば
左
の
通

b

で
あ
る
。

抑
々
此
茶
臼
按
ハ
嶺
常
有
レ
雲
夏
月
雄
一
一
晴
天
一
未
こ
能
見
レ
無
上
一
亦
山
中
鍔
ア
リ
不
レ
龍
レ
矯
-
一
登
山
一
形
如
ご
茶
臼
一
故
世
静
茶
臼
山
一
五
叉
嶺
有
蜂
故
焼
山
一
疋
仁
和
三

丁
未
年
七
月
晦
日
申
刻
日
本
大
地
震
同
日
時
ヨ
リ
営
固
佐
味
郷
茶
臼
山
焼
崩
石
砂
流
出
事
八
月
五
日
迄
。

二
五
九



二
六

O

川
詰
・
。
仁
和
三
年
は
第
五
十
八
代
光
孝
天
皇
の
御
代
に
し
て
商
暦
八
百
十
二
年
と
な
る
が
、
此
営
時
は
茶
臼
山
と
一
疋
ふ
名
、
無
き
筈
な
り
、
詳
細
後
記
す
。
叉
日

本
大
地
震
一
再
々
に
闘
し
本
邦
大
地
震
表
に
は
「
幾
内
諸
国
に
被
害
あ
り
、
持
に
京
都
家
屋
潰
倒
多
、
座
死
者
多
数
、
掠
津
に
津
浪
あ
り
て
被
害
最
も
甚
だ
し
L
O

'
と
あ
り
、
要
す
る
に
疑
問
あ
り
。
著
者
)
。

・
後
康
安
一
冗
辛
丑
年
六
月
朔
日
大
地
震
此
時
海
陸
大
崩
営
園
早
水
(
サ
ミ
ザ
/
)
ノ
茶
臼
山
鍔
ヨ
リ
倒
レ
入
海
ヲ
突
哩
、
ソ
レ
ヨ
リ
茶
臼
山
ノ
名
結
エ
タ
リ
。

(
註
。
康
安
元
年
は
北
朝
年
競
に
し
て
、
天
皇
は
後
光
蔵
院
な
り
、
南
朝
に
す
れ
ば
後
村
上
天
皇
の

E
千
十
一
ハ
年
と
な
り
、
西
暦
千
三
百
一
八
十
一
年
な
り
、
此
記

事
こ
そ
著
者
の
探
求
し
つ
ム
あ
る
一
大
爆
設
な
ら
ん
、
詳
細
後
記
す
。
著
者
)
。

白
;
第
十
二
代
長
行
天
皇
二
十
五
年
(
西
暦
九
十
五
年
)
・
乙
未
秩
七
月
武
内
宿
禰
奉
勅
北
陸
遣
に
下
向
あ
り
て
園
の
地
形
阻
百
姓
之
消
息
合
察
(
ミ
セ
)
玉
ふ
時
営
園

4

入
口
川
に
至
り
器
し
(
カ
ケ
ワ
タ

P
シ
)
水
淑
早
急
故
に
是
早
川
な
り
と
の
り
玉
ふ
後
早
川
と
呼
今
早
川
谷
と
一
式
惇
ふ
。

'

P

安
永
二
年
夏
焼
山
焼
崩
砂
を
涜
し
出
事
流
砂
川
の
如
く
な
り
。

(
註
。
一
書
に
は
安
永
参
甲
丑
年
】
と
あ
り
、
安
永
は
第
百
十
八
代
後
桃
闘
天
皇
の
御
代
に
し
て
西
暦
千
七
百
土
十
三
年
な
り
。
著
者
)

D

堀
口
家
の
記
録

堀
口
家
は
西
頚
城
郡
上
早
川
村
砂
場
の
奮
家
に
し
て
、
現
戸
主
を
林
蔵
氏
と
云
ム
、
著
者
は
林
蔵
氏
に
知
己
を
得
ゴ
れ

ど
も
、
上
早
川
村
助
役
小
林
初
卒
氏
に
依
頼
し
て
同
家
所
臓
の
記
録
の
一
節
子
)
披
見
せ
し
事
あ
b
、
共
大
要
は
左
の
如
く

で
あ
っ
た
。

安
永
二
壬
巳
年
ハ
西
暦
千
七
百
七
十
三
年
)
二
月
二
十
二
日
朝
よ
り
焼
山
の
東
中
段
よ
り
東
西
南
北
焼
廻
り
夜
毎
に
明
火
炎
焼
し
忽
ち
官
君
、
山
石
は
勿
論
大
石
を

焼
砂
流
品
目
膿
に
響
誠
に
奈
落
の
底
に
入
必
も
泊
呆
斗
也
。

震
災
課
防
調
査
曾
報
告

以
上
諸
記
録
の
外
に
震
災
珠
防
調
査
合
報
告
が
あ
る
が
、
共
内
容
に
も
茶
臼
山
の
一
大
爆
殺
の
年
代
ほ
不
詳
の
事
、
嘉

永
五
年
噴
火
の
事
、
此
噴
火
後
に
於
け
る
噴
火
孔
の
形
大
個
数
、
硫
黄
採
集
の
事
等
あ
b
て
、
件
家
記
録
に
似
寄
、
り
た
る



仏
知
多
々
あ
b
、
或
は
之
よ

b
抜
孝
昌
れ
た
る
に
あ
ら
ず
や
と
思
は
る
、
結
も
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
之
を
略
す
。

倦
而
以
上
の
諸
記
録
を
綜
合
す
る
に
、
焼
山
は
往
時
に
・
於
℃
主
ハ
形
茶
臼
の
如
く
な
b
じ
魚
め
、
之
を
茶
臼
山
正
稀
へ
た

円
安
の
河
原
」
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

も
の
で
あ
る
。
然
る
に
年
代
未
詳
.
之
、
が
一
大
爆
殺
を
、
な
し
て
、
上
部
の
山
は
飛
散
し
、
現
時
の
焼
山
を
形
成
し
、
此
時

此
一
大
爆
殺
の
年
代
は
未
詳
な
b
E
Y
)
雄
も
、
茶
臼
山
の
名
稀
あ
る
上
か
ら
は
、
此
爆
政
改

は
3
し
℃
往
古
な
ら
ず
と
も
考
へ
ら
る
。
抑
々
茶
臼
と
一
五
ふ
名
は
、
茶
が
我
図
に
渡
来
し
、

更
に
進
ん
で
茶
舎
と
云
ふ
事
が
始
ま
b
て
寸
挽

3
茶
」
を
製
す
る
裁
に
な
b
℃
後
1

初
め
て

茶
臼
の
必
要
起

b
、
同
時
に
茶
臼
と
一
五
ム
上
部
の
大

3
な
覆
ひ
被
ぷ
3
っ
た
臼
を
五
日
人
が

知
る
様
に
な
っ
た
事
と
思
は
れ
る
。

3
れ
ば
此
一
大
爆
援
は
茶
臼
渡
来
後
左
云
ム
事
が
想

像
さ
れ
る
。

数
詠
松
本
保
士
口
氏
に
調
査
方
御
依
額
し
た
庭
左
の
通

b
の
御
指
示
、
が
あ
っ
た
。

此
結
に
付
い
℃
は
歴
史
専
門
家
の
御
設
に
よ
る
よ

b
外
道
な
く
新
潟
脇
立
高
田
中
間
竿
校

茶
の
木
は
第
八
十
代
高
倉
天
皇
の
承
安
三
年
(
西
暦
千
百
七
十
三
年
)
よ
り
第
八
十
六
代
後
堀
何
天
皇
の
寛
喜
四
年
(
西
暦
千
二
百
三
十
二
年
)
迄
の
頃
に
於
て
、

借
高
野
〈
明
悪
上
人
)
が
、
支
那
よ
り
持
ち
来
り
て
、
京
都
の
「
栂
の
尾
」
と
一
再
ふ
所
に
植
え
し
が
最
初
に
し
て
、
第
八
十
二
代
後
鳥
羽
天
皇
の
建
久
二
年
(
西
暦

千
百
九
十
-
年
}
七
月
、
借
柴
西
が
宋
よ
り
茶
植
を
持
ち
蹄
り
て
、
肥
前
の
背
振
山
に
植
え
し
事
あ
り
。
只
茶
臼
の
渡
来
は
詳
か
な
ら
ざ
れ

E
も
、
茶
は
茶
の

ホ
及
び
茶
の
種
子
以
前
に
渡
来
せ
し
も
の
ら
し
く
叉
、
茶
曾
と
一
再
ふ
も
の
も
其
前
後
に
於
て
始
ま
り
し
も
の
ち
し
く
、
持
に
盛
ん
に
な
り
し
は
室
町
時
代
に
し

一-
-~ 
ノ、



一
一
六
一
一

て
、
藤
永
四
年
(
西
暦
千
三
百
九
十
七
年
)
に
足
利
義
満
が
金
閣
寺
を
建
て
、
文
明
十
五
年
ハ
西
暦
千
四
百
八
十
三
年
)
に
は
足
利
義
政
が
銀
閣
寺
を
遣
っ
て
、
茶

曾
等
を
催
し
、
騎
春
を
極
め
た
事
な

rは
何
人
も
知
る
庭
で
あ
る
。

右
の
設
に
基
け
ば
我
図
に
茶
臼
の
渡
来
し
た
の
は
、
大
館
茶
の
渡
来
と
前
後
し
て
居
る
も
の
と
、
見
倣
す
事
、
が
出
来
得

る
で
あ
ら
う
0
3
れ
ば
本
山
に
茶
臼
山
と
云
ふ
名
を
附
し
た
の
も
大
臆
西
暦
千
二
百
年
以
後
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

・
斯
く
案
ず
る
時
は
、
茶
臼
山
麓
じ
て
焼
山
と
な
b
た
る
一
大
爆
援
に
闘
し
℃
は
、
早
川
谷
往
古
↓
全
固
と
共
由
来
記
に
明

記
3
れ
た
る
「
康
安
元
辛
丑
年
六
月
朔
日
大
地
震
、
此
時
海
陸
大
山
朋
、
嘗
図
早
水
ノ
茶
臼
山
鍔
ヨ
リ
倒
レ
入
海
ヲ
突
埋
、

ソ
レ
ヨ
リ
ノ
茶
臼
山
の
名
絶
エ
タ
リ
」
と
云
ム
記
事
が
比
較
的
信
用
し
得
る
で
あ
ら
う
。

更
に
「
六
月
朔
日
大
地
震
」
と
あ
る
が
、
高
一
火
山
爆
援
に
あ
ら
ず
し
て
、
大
地
震
記
事
が
誤
停
3
れ
た
る
に
あ
ら
ず
や

左
思
ひ
、
念
の
峰
村
め
本
邦
大
地
震
表
に
よ
っ
て
見
た
が
、
此
営
時
越
後
地
方
院
大
地
震
は
な
い
様
で
あ
る
か
ら
-
此
大
地

震
と
云
ふ
の
は
茶
臼
山
爆
援
に
件
ふ
火
山
地
震
と
見
倣
す
事
も
出
来
よ
う
。

著
者
、
が
焼
山
の
由
来
記
を
一
調
査
し
始
め
た
る
は
、
大
正
十
二
年
に
し
て
、
今
目
安
で
歴
史
地
理
の
専
門
家
や
、
古
老
や
、

土
地
の
産
自
家
に
質
し
た
る
事
数
知
れ
ゴ
る
程
で
あ
っ
た
が
、
何
れ
も
疑
問
の
姑
が
あ
っ
て
途
に
知
る
事
出
来
ず
、
今
弦
に

各
方
面
の
記
録
や
準
設
を
一
不
ヨ
れ
て
、
初
め
て
此
一
大
爆
殺
が
今
よ
b
五
百
七
十
年
前
の
康
安
元
年
(
正
卒
十
六
年
)
な
ら

ず
や
ー
と
想
像
し
得
た
事
は
、
貨
に
欣
喜
に
絶
え
ね
次
第
で
あ
る
と
同
時

K
、
御
援
助
下

3
れ
た
各
位
に
謝
し
て
満
腔
の
戚

謝
を
表
す
る
次
第
で
も
あ
る
。



尤
も
前
記
記
録
中
、
康
安
元
年
よ

b
以
前
に
噴
火
せ
し
記
事
が
事
実
無
根
-
と
は
言
以
符
な
い
。
郎
ち
皮
安
元
年
の
は
一

大
爆
後
で
あ
っ
℃
、
夫
れ
以
前
よ

b
此
山
は
噴
火
し
℃
居
た
の
で
あ
ら
う
。

3
す
れ
ば
往
古
は
本
山
を
地
獄
山
と
稀
し
、

後
茶
臼
山
と
云
ひ
、
更
K
焼
山
と
云
ふ
裁
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

尤
も
噴
火
、
噴
煙
、
噴
気
と
云
ム
区
別
な
ど
は
専
門
的
で
あ
っ
℃
、
記
録
中
に
は
之
等
が
混
同
し
℃
居
る
事
と
思
は
ね

ば
な
る
ま
い
。
専
門
家
の
設
に
よ
れ
ば
前
述
の
遁

b
‘
現
在
の
本
山
は
噴
気
で
あ
る
。
然
し
之
を
遠
望
し
た
場
合
は
白
雲

が
立
ち
上
っ
て
居
る
裁
に
見
え
る
か
ら
、

一
般
人
は
噴
煙
と
一
去
ふ
℃
居
る
、
が
如
き
次
第
で
あ
る
。

現
時
本
山
の
頂
上
の
北
方
に
嘗

b
、

一
大
噴
火
孔
あ
b
、
之
を
奮
噴
火
孔
又
は
御
鉢
と
も
云
ふ
て
居
る
(
前
節
噴
気
孔

の
援
港
区
於
て
述
べ
し
も
の
と
は
全
く
異
る
)
共
形
は
瓢
形
に
近
く
、
東
西
に
長
く
、
南
北
に
短
く
、
周
園
は
約
五
百
米

位
で
、
孔
底
は
殆
平
面
に
近
く
、
夏
倫
白
雲
を
た
た
・
へ
℃
居
る
。
孔
壁
の
一
両

3
北
方
は
僅
か
二
十
米
位
な
れ
ど
も
、
南
方

は
百
五
十
米
位
あ
-D
、
然
も
此
百
五
十
米
の
上
位
に
本
山
の
頂
上
が
あ
る
結
よ

b
見
れ
ば
、
此
噴
火
孔
の
創
成
せ
ら
れ
た

る
時
、
主
ハ
爆
設
は
北
方
K
向
つ
℃
多
量
の
熔
山
石
を
噴
出
し
「
餐
の
河
原
」
を
創
成
せ
し
事
を
想
像
法
れ
、
同
時
に
此
噴
火
孔

の
創
成
も
、
前
記
康
安
元
年
な
る
事
が
想
像
ヨ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

兎
に
地
獄
山
時
代
並
に
茶
臼
山
時
代
に
於
け
る
噴
煙
、
噴
火
は
主
と
し
て
此
噴
火
孔
よ
b
噴
出
せ
し
に
は
あ
ら
ゴ
る

か
。
命
又
茶
臼
山
の
名
絶
え
焼
山
と
な

b
て
後
の
噴
火
、
例
へ
ば
嘉
永
五
年
の
大
噴
火
に
は
硫
黄
噴
出
の
記
事
あ
る
姑
を

見
れ
ば
、
之
等
の
噴
火
は
前
記
噴
火
孔
と
は
無
関
係
に
は
あ
ら
ゴ
る
か
。
之
等
は
地
質
調
査
の
上
な
ら
で
は
知
る
由
も
な

一-....-
ノ、



二
六
四

か
ら
ラ
J

命
一
巻
頭
の
寓
巽
中
「
奮
噴
火
孔
」
と
あ
る
は
前
記
の
噴
火
孔
で
あ
っ
℃
、
今
岡
の
登
山
に
於
℃
著
者
の
一
撮
影
し
た
も
の
で

あ
る
。
此
寝
泊
兵
は
孔
の
北
東
方
よ
b
、
伏
腕

L
た
も
の
で
)
白
色
な
る
は
雲
で
あ
る
、
が
ぺ
土
砂
混
入
し
壬
黒
色
の
斑
知
が

ア
ト
サ
カ

多
い
。
叉
「
焼
山
勢
谷
」
も
今
同
著
者
の
競
影
し
た
も
の
で
「
餐
の
河
原
」
の
下
方
、
「
後
坂
」
の
上
方
に
位
し
、
地
質
調
査
上

に
は
好
適
な
地
結
と
思
は
れ
る
。
又
焼
山
後
坂
よ
b
遠
望
し
た
「
笹
倉
温
泉
」
の
寝
具
も
今
岡
著
者
の
撮
影
し
た
も
の
で
、

此
地
方
よ
b
は
前
記
一
大
爆
殺
の
折
に
埋
積
ヨ
れ
た
樹
木
等
が
今
命
諸
所
に
殺
掘
遣
れ
℃
居
る
か
ら
特
に
潟
異
を
添
へ
た

次
第
で
あ
る
。

附

言

今
岡
の
登
撃
に
於
て
焼
山
の
西
方
に
位
し
、
山
頂
よ
b
約
五
十
米
(
水
卒
距
離
約
十
五
米
)
の
地
知
に
、

一
個
の
孔
を
稜

見
し
た
。
共
直
径
は
約
一
米
で
、
深
誌
は
程
知
れ
ね
位
で
あ
っ
た
。
今
岡
は
此
孔
の
深
津
‘
内
部
の
温
度
内
部
の
元
新
等

に
謝
し
て
)
之
を
調
査
す
べ
き
何
等
の
準
備
も
-
な
か
っ
た
か
ら
、
遺
憾
乍
ら
手
の
下
し
様
も
な
か
っ
た
。

此
孔
に
就
き
砂
田
地
の
登
山
家
片
田
温
一
氏
の
設
や
、
同
伴
し
た
人
今
の
話
を
綜
合
す
る
と
、

一
昨
年
(
昭
和
四
年
)
に
は

此
孔
は
認
め
ら
れ
ず
、
昨
年
始
め
℃
直
径
三
、
四
十
糎
位
の
孔
が
接
見
当
れ
た
の
で
あ
っ
℃
、
内
部
な
ど
は
見
交
ず
、
従

つ
℃
一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
居
ら
ー
な
か
っ
た
位
で
あ
る
。

然
る
に
本
年
は
前
記
の
逼
b
直
径
約
一
米
に
も
な

b
、
内
部
を
覗
主
℃
も
一
底
一
見
え
ず
司
孔
壁
は
周
園
か
ら
大
石
、
が
頭
を



出
し
て
居
る
。

倍
而
此
孔
は
何
ん
で
あ
る
か
と
云
ム
事
に
付
い
℃
は
、
到
底
明
言
は
出
来
な
い
、
が
、
只
目
撃
に
よ
っ
℃
著
者
の
想
像
は

-
左
の
逼
b
で
あ
る
。

此
孔
の
創
成
は
近
代
で
は
あ
る
ま
い
。
地
質
は
火
山
岩
と
思
は
れ
る
。
孔
壁
に
は
硫
黄
の
結
晶
が
附
い
て
居
な
い
。
約
十
米
以
下
は
暗
く
て
良
く
見
え
ぬ
。
十

米
か
十
五
米
以
下
は
大
き
な
空
洞
で
は
な
い
か
。
若
し
空
洞
あ
り
と
し
て
も
、
地
形
よ
り
見
て
此
の
空
洞
の
大
き
さ
は
二
十
米
以
下
の
地
駄
で
直
経
四
十
米
を

越
え
ま
い
白
四
十
米
と
一
五
ふ
事
は
短
軸
直
密
で
あ
っ
て
、
長
軸
直
径
は
諜
測
出
来
ぬ
。
此
孔
は
往
古
の
噴
火
孔
と
忠
は
れ
る
。
若
し
噴
火
孔
な
り
と
す
れ
ば
、

此
孔
は
本
山
が
焼
山
と
云
ふ
名
橋
に
な
っ
た
以
前
白
も
の
で
あ
ら
う
。
寡
く
も
五
六
百
年
以
前
の
噴
火
孔
で
あ
ら
う
。
現
在
の
権
問
噴
火
口
即
ち
御
鉢
と
補
し
て

居
る
も
の
と
同
時
代
叉
は
夫
以
前
の
も
の
で
あ
ら
ろ
。
茶
臼
山
一
大
爆
設
の
時
に
、
此
の
上
部
は
密
閉
さ
れ
て
し
ま
ヲ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
目
下
此
地
黙
は
傾

斜
約
三
十
五
度
で
あ
る
か
ら
、
敷
百
年
間
の
風
雨
で
密
閉
し
た
土
砂
岩
石
が
風
化
し
、
此
開
孔
を
目
撃
し
得
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
ろ
。

以
上
は
草
に
著
者
の
想
像
で
あ
る
が
、
前
述
の
逗
b
本
火
山
調
査
は
数
年
間
纏
績
の
議
定
で
あ
る
か
ら
、
明
年
の
調
査

を
待
っ
て
、
其
一
部
分
、
だ
け
で
も
確
定
せ
し
め
た
主
希
望
で
あ
る
。

笹

倉

2回
IJJD. 

泉

焼
山
の
北
方
山
涯
に
位
し
、
山
頂
よ
b
十
二
粁
(
水
卒
直
線
距
離
七
粁
三
)
、
標
高
四
百
六
十
米
の
笹
倉
温
泉
は
大
正
十

五
年
八
月
間
撃
遣
れ
た
も
の
で
、
往
時

K
於
け
る
前
記
中
瀬
湯
と
思
は
れ
る
地
鈷
に
あ
b
、
焼
山
登
撃
に
は
侠
く
べ
か
ら

ゴ
る
休
養
所
で
あ
る
。
此
温
泉
は
此
地
結
の
撃
井
に
よ
っ
て
科
ら
れ
て
居
る
が
、
共
源
泉
は
焼
山
に
関
係
密
接
な
る
も
の

と
思
は
れ
る
。

火
山
調
査
に
封
し
℃
、
、
山
鷺
温
泉
調
査
の
必
要
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
今
同
は
之
に
劃
し
て
調
査
を
進
め
る
事
、
が
出

二
六
五



京
市
な
か
っ
た
の
を
遺
憾
と
す
る
。
近
く
計
書
を
立
℃
之
が
調
査
を
致
し
た
い
考
へ
で
居
る
、
が
、
弦
に
は
翠
に
内
務
省
東
京

一一ーニム占
/、

-L. 
ノ、

街
生
試
験
所
の
成
分
分
析
表
を
記
載
す
る
に
止
め
る
。

笹
倉
温
泉
の
主
成
分

重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
J
J
A
(
同
阿
世
田

c
c
u

ク
ロ
ー
ル
ナ
ト
リ
ウ
ム

(Z.告
の

】

)

重
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
(
。
伊
国
人
。
。
臼
ど
)

遊
離
・
山
氏
・
酸
(
回
目
。
。
白
)

珪

酸

(υ

回目
m山

5臼
)

重
炭
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
(
冨
ぬ
出
入
。
。
じ
悶

ク

ロ

ー

ル

カ

リ

ウ

ム

(

同

の

日

)

棚

酸

〔

同

白

一

回

。

白

)

硫
酸
ナ
ト
り
ウ
ム
'
(
同
州
戸
悼
の
O
恥

)

ク
ロ
ー
ル
ア
，
ム
モ
ユ
ウ
ム
(
属
国
串
の
ご

燐
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

(or(旬
。
じ
日
)

電

炭

酸

亜

酸

化

銭

(

吋

σ国
民
。
。
む
む

i
O、
先
三
三
五

O
、
ニ
ニ
三
九

O
、O
六
三
三

O
、O
五
一
六

o
、O
四
三
九

G
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三
パ
三

O
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一
三
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O
、O
O
九
六

O
、O
O
二
九

o
、O
O
一
九

O
、O
O
一
五

O
、O
O
一
三

(
昭
和
六
年
十
月
稿
、
高
田
測
候
所
に
於
て
い
}


